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P2−514　大学共通教育 に お ける性教育 の 重要性 と e
−Learning シス テ ム 講義の 有用性 の 検討
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【目的】 10代 の 性感染症 （以下 STD ） と人工 妊娠中絶 （以 F中絶）は増加の
一

途で あ り教育が必要 で ある．一
方，イン タ

ー

ネ ッ トを利用 し自分 の ペ ー
ス で 学 習可 能な e

−Learningシス テ ム （以 下 e
−L）が注目されて い る が，その 教育効果 に 関す る検

討 は 十分で ない ．今回，大学新入 生 の 性教育を e
−L で 行う有用 性を検討した．【方法】某大学新入生 に対 し 『STD と中絶』の

講義を対面群 と e
−L 群 に分けて行 い ，教育効果の 比較を受講前後 の 知識試験 で 評価 し た、また 受講後 の Web 上 匿名 ア ン ケー

トで STD と中絶 に関 す る意 識 調 査 も行っ た．【成績】受講前後の 試験提出者 は，対面群 156 人 中 55 人，　 e
−L 群 502 名 中 161

人．受講前
一一・後の 試験平均点 ±SD （増加点数平均 ± SD ） は対面 群 38．0± 13．7→ 69．3± 17．7 （3L3 ± 19．6），　 e

−L 群 43．2 ± 17．1→

78．8± 19．1 （35．7± 2L1）で ，増加点数に 有意差を 認め なか っ た．　 e
−L 受講の 曜 日と時間帯 （1時間毎）を調べ る と平日 10時

一

24時 に概 ね均等に受講 して お り多様 な受講状況で あ っ た．ア ン ケート回答者は両群で 292 （男 191，女 101）人，うち 18− 20
歳 が 94％ ．正 しい 避妊法 を 理解 して い た と思 う 53％，性 交 経験 あ り27％，うち複数の パ ー

トナ
ーと経験 45％ ，毎回避妊 し

て い る 78％，複数回 答可の 避妊法 と して 腟外射精が 14　90な どで あ っ た．【結論】大 学新入 生 の STD と中 絶 に関 連 した 知識は

乏 し く，中学 ・高校 時 にお け る性 教 育 の 充 実 と大 学 入 学 時 に も性教 育を行 うこ との 重 要性が 示 され た．また性 教 育に お い て

e
−L は対面講義 と同等 の 教育効果が あ り有用性が 示唆 され た．

P2−515　CYPI7 ，　COMT 遺伝子多型 は直接的 に tt あ る い は血 中性 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン を介 して 間接的にt 日本人閉経後女

性の 骨密度に影響を与える
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【冂的】血 中性ス テロ イドホルモ ン，エ ス トロ ゲ ン代謝酵素遺伝子多型が個別あるい は相hlに関連し閉経後の 骨密度 （BMD ）とその 変化率

に与える 影響を解析した，【方法】対象は健常自然閉経後女性 229名（59．7 ± 5，7 歳〉で，BMD は腰椎 （L），総大腿 骨 （T），大腿骨頸部 （FN ），

橈骨遠位端 （R）を DXA 法にて 1年間隔で 測定，研究開始時の 血中性ス テロ イ ドは E2，　AND （ア ン ドロ ス テ ンジオ ン），　 DHEA ，　 TS （テ

ス トス テロ ン）をRIA 法に て定量 した．同意の 下遺伝子多型 は RFLP にて CYP17（高活性 A2／A2），　 CYPIAI （高誘導性 vt ／vt ），　 COMT

（低活性 L〆L）を解析した．性ス テロ イ ド値は対数変換 し，性 ステ ロ イ ドと BMD ，　BMD 変化率との 相関は Spearman，他の 因子問の 相関

は ANOVA に よる F−test，　 Tests　ofcontrast にて 検定した．肥満の 影響を見るため BMI 〈 25Kg／m2 （非肥満）群 を分け同様に解析した．

本研究は倫理委員会に て承認済みで ある，【成績】各遺伝子多型 3群間で背景因子に有意差はなか っ た，DHEA ，　 AND 値は体幹骨（L）BMD
および末梢骨（T，FN ，　 R）BMD と有意の 正相関（r＝O．194− 229；P＜  ．05）を有し，　E2，　 AND 値は L−BMD 変化率 と有意の 相関（r＝0205，
−0．139；Pく0．05）を示した，非肥満群で は こ れらの 相関は年齢，BMI などの 交絡因子によ る補正 後も認 め られ た，　 DHEA 値 は A2／A2
で他の 群 に比 し有意に高く，AMD 値は L，！L，　 L／H，　 Hf

’
｝1の 順で高く，TS 値は L／1、で他の 群に 比べ 低か っ た．変化率を見 ると T−BMD

で A2i
’

A2 で ＋ 2．22％，他 の 群 は一
〇．38％，−O．56％，　 R−BMD で L／L，　 L〆H ，　HIH の 順 に

一3．91％，− 1、58％，− 1．34％ で あっ た．【結論】

CYP17，　 COMT 遺伝子多型は直接的に，また性ス テ ロ イドを介して 間接的に閉経後の 骨密度に影響を与えるこ とが示唆された．

P2−516　人 骨芽細 胞に お け る グ レ リ ン の 骨 関連 蛋 白の 発 現 に関 する検討
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【目的】グ レ リン は成長ホ ル モ ン を分泌させ る ホ ル モ ン と して 胃よ り発見され た が，そ の 後 の 研究 に よ り摂食 や エ ネ ル ギー代

謝 に も深 く関与 して い る こ とが 明 らか に な り，多彩な作用が 分か っ て きた．しか しグ レ リ ン の 骨代謝 に 関す る報 告 は ほ とん

どない．そ こ で 今回，培養人骨芽細胞 を用 い て グ レリ ン の 骨関連 蛋白へ 及 ぼす影響 につ い て 基礎的な検討 を行 っ た，【方法】人

骨芽細 胞 を培養 し分化誘導因 子 を添加 し，3週間後 に 骨芽細胞が 分化 した こ とを確認後，グ レ リ ン （lO−7−−lO−9M ）を添加し

た．そ の 後 24，72時間後 に細 胞 ヒ清を回収 した．骨関連蛋白として，オス テ オポ ンチ ン （OPN ），オス テ オ カ ル シ ン （OC ），
オ ス テ オ プ ロ テ ジ ェ リ ン （OPG ），ア ル カ リフ ォ ス フ ァ ターゼ （ALP ），　 soiubie 　RANKL （s

−RANKL ）を調べ た，また そ れぞ

れ OPN と OC は enzyme 　immuno 　assay （EIA ）で ，　 OPG と s
−RANKL は enzyme

−linked　immunosorbent　assay （ELISA ＞で

ALP 　LabAssayTM　ALP 　kitにて 測 定 した，統計 学 的有意差は Bonferroni／Dunn 　test で 求め た，【成績】1）グ レ リ ン 添加後 24

時間で は，い ず れ の 骨関連 蛋白 （ALP ，　 OPG ，　 OPN な ど）も変化 しな か っ た，しか し，2）72時間後 で は ALP と OPG は グ

レ リ ン無添加群 に 比 べ て 有意 に 増加 して い た．逆 に OPN は有意 に 減少 した．ま た，3）OC や s−RANKL は影響を受けなかっ

た．【結論】グ レ リ ン は骨芽細胞 に直接作用 し
一

部の 骨関連蛋白 （ALP ，　 OPG，　 OPN な ど）に影響を 及ぼ す こ とに よ り骨代謝

に 関 与 して い る と考 え られ る．
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